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雇用仲介サービスにおけるサービス提供範囲について

➢ 昨今の労働市場における雇用仲介サービスは、範囲の拡大と多様化が進んでいる
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入職経路（新卒以外）～「2023年厚生労働省「雇用動向調査より」

※2023年 厚生労働省「雇用動向調査」
※新卒以外とは、雇用動向調査における、入職者のうち、未就業入職者の新規学卒者を除いたもの

➢ 中途採用の労働市場において、民間の人材サービスは、職業紹介＋募集情報等提供事業で43.3％。そのうち、主にキャリアコンサ
ルタントの活用が想定される職業紹介は、全体の８.1％。



民間需給調整機関におけるキャリアコンサルタントの現状

出典）労働政策研究・研修機構「第２回キャリアコンサルタント登録者の活動状況等に関する調査」（2023.6)

➢ 需給調整機関（民間）を主な活動の場としているキャリアコンサルタントは全体の4.2%
➢ 需給調整機関全体の経年推移推計（2006→2022年）でみると5,406人から9,341人に増えているものの、伸びは緩やか
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キャリアコンサルタントと民間キャリアアドバイザーの違い

◼ 国家資格であるキャリアコンサルタントと民間キャリアアドバイザーは根拠規定、及び、役割が異なる。

➢ キャリアコンサルタントの根拠規定は職業能力開発促進法。である一方、民間の職業紹介におけるキャリアアドバイザーの業務は、職業安定

法にある「職業紹介とは、求人及び求職の申込を受け、求人者と求職者との間における雇用関係の成立をあっせんすること」を土台として設

計されている。

キャリアコンサルタント：職業の選択、労働者の職業生活設計、自発的な職業能力開発及び向上の支援

キャリアアドバイザー ：雇用契約の斡旋、それに繋がる情報の提供
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民間需給調整機能におけるキャリアアドバイザーの役割
➢ 民間キャリアアドバイザーの役割において特に重要なのが、事例・求人者ニーズに関する情報の提供（及びそれを元にした希望条件の再

設定）によるマッチングの質の向上・円滑化
➢ そのために必要なスキルは、ベースとなる『業界・職種・スキルの理解』であり、現在のキャリアコンサルタント資格の養成内容では十

分とはいえない。

ご経歴の確認
(スキル・強み・
価値観の理解）

転職の目的
・希望条件
の確認

業界・職種・スキ
ルの知識・情報 事業課題の確認

採用目的
・要件の設定

事例・求職者ニー
ズに関する情報

ご紹介

書類作成・
面接などの
サポート

条件調整・
ご入社

提供した情報を基にご相談
・希望条件を再設定

提供した情報を基にご相談
・採用要件を再設定

求職者（個人） 求人者（企業）

転職相談のイメージ
• 求職者）現在●●業界の営業職だが、専門性

が身に付かないことが不安。将来に備えて成
長産業での営業職にチャレンジしたいが、未
経験なため難しいか

• キャリアアドバイザー）▲▲業界は特に採用
が活況。特に・・分野では現在の●●業界の
〇〇スキルが使えるので、評価される傾向に
あるし、活躍できるのでは

• 求職者）▲▲業界であればもともとの関心に
も合うのでチャレンジしてみたい

必要なスキル：
業界・職種・スキルの知識・情報 6



民間需給調整機能におけるキャリアアドバイザーに求められるスキル

➢ キャリアアドバイザーは、求人者・求職者理解の深度を高めていくことが、マッチングの範囲拡縮や精度向上につながり、ユーザーの期
待に応える質に直結。

➢ その深度を高めるため中で、求人者・求職者理解の両方において、『Bのスキル』が重要

A：各企業における
  仕事内容の特徴

B：業界・職種・スキルの
  知識・情報

C：労働市場の統計データ
  （基礎知識）

各個社間の職種間を比較した
特徴の把握

求人倍率などの基礎的な知識
・情報の把握

・既存のキャリアコンサルタント講座では、【求職者理解を深める】ための知識やスキルとして「Ａ」に力点を置きながら「B」を補足す
る体系にあると考える。
・【求人者理解の深度を深める】ための「B」が、求職者理解の深度を深めることにもつながる知識・スキルとなるため、ここを高めてい
くための継続的な支援が必要ではないか。
・民間需給調整機能においては、小規模な事業者が多く、従業員育成機能を持つことが難しい事業者も多いため、ニーズに沿ったコンテン
ツになることで取得が進む可能性はある（取得の負荷との兼ね合いは残る）
・この点は、外部労働市場未経験の企業内キャリアコンサルタントが自社以外のことを知るきっかけにもなり、効果的と考える。
・ただし「B」を集約して統計化することは、職務内容やスキル要件が可視化されていない現在の日本の労働市場において非常に困難。

②個々の業界・職種・スキル の知識・情報の把握

①業界間、職種間における差異や特徴の違いの理解

基礎

応用

A：個人の志向や特性

B：キャリア棚卸と希望
  条件

C：個人の属性情報
（基礎知識）

【求人者理解】 【求職者理解】【スキル】

個人のキャリア以外も含めた
バックグラウンドの把握

基礎的な属性情報の把握

【スキル】
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（参考）

➢ 現在のキャリアコンサルタントでも、経験年数を経たコンサルタントは、行動促進や選択支援のための提案や情報提供をしてる。

出典）労働政策研究・研修機構「第２回キャリアコンサルタント登録者の活動状況等に関する調査」（2023.6)
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（参考）個人向けキャリアコーチングサービス
➢ 個人向けのキャリアコーチングサービスにおいては、「労働市場に詳しい」「市場価値を高めるために必要なスキル・キャリアパスの提

案」が訴求されているケースが多い
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